楽器に憑かれた男：事物と人の相互に触発する関係についての人類学的覚書 by 田中 理恵子



























A Man Possessed by Musical Instruments: 


















































































































































































































































































－  40  －



































療法的な観点から書かれたDecker-Voigt, H.-H.（1991）Aus der Seele gespielt, München：Goldmann-
Verlag.などに詳しい。
－  41  －
xviii　Ｊ・ギブソン（1985）『生態学的視覚論：ヒトの知覚世界を探る』（古崎敬ほか訳）サイエンス社, 
ⅷ, 12。
xix　写真は、Ｄ・サドナウ、同上、207より再掲載。
xx　Ｊ・ギブソン、同上、43-44。
xxi　人と楽器の関係をより広く検討する際には、本論のアプローチを応用して、聴衆や楽器職人などの、
音楽に関わる人びとと楽器との関係について検討することも可能だろう。
xxii　例えば事例にみられるような、楽器と人との関係が生み出す「振動」自体の快楽（ただただその
振動が気持ちよいといった感覚）などは、どのように取り込み得るだろうか。
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